
 

 

 ＢＣＰ講習会の参加者を募集します！ 
 

 東日本大震災、熊本地震では、工場等の被災により企業活動に大きな影響が出ましたが、

愛知県においても南海トラフ地震などによる大規模な災害の発生が危惧されており、各企

業がＢＣＰ（事業継続計画）を策定し、訓練を実施しておくことが必要です。 

 今回、あいおいニッセイ同和損害保険株式会社の御協力のもと、ＢＣＰ策定中・策定済

み企業の皆様を対象に、ＢＣＰ見直しのポイントについての説明と併せて、ＢＣＰの各課

題への対処策についてディスカッションしていただく参加型講習会を開催します。 

受講料は無料（但し、資料代 3,000 円）です。是非、御参加ください。 

１ 開催概要 

(1) 主催 

   あいち・なごや強靱化共創センター 

(2) 共催 

   愛知県、名古屋市、名古屋大学、名古屋商工会議所、一般社団法人中部経済連合会 

(3) 協力 

   あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 

(4) 日時（内容は各回共通） 

開催回 日 程 時 間 

第１回 平成 30 年 10 月 19 日（金） 午後１時から午後５時まで 

（受付開始：午後０時 30 分） 第２回 平成 30 年 12 月 ４日（火） 

※どちらかの回に御参加ください。 

(5) 場所 

名古屋大学減災館 １階 減災ホール （名古屋市千種区不老町） 

(6) 対象者 

   ＢＣＰ策定中・策定済みの中小企業の経営者及び防災・ＢＣＰ担当部門の方など 

(7) 定員 

   各回：60 名（事前申込制・先着順） 

(8) 参加料 

  受講料無料、資料代 3,000 円 

(9) 内容 

時間 内容 講師 

13:00～13:05 開講 － 

13:05～13:50 ＢＣＰ概論 
ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研㈱ 

あいおいニッセイ同和損害保険㈱ 14:00～16:55 
ＢＣＰ見直しのポイント説明・ 

ディスカッション 

16:55～17:00 閉講 － 

 

皆さんの御参加をお待ちしています 

ＢＣＰ見直し

のポイント 



２ 申込方法 

（1） Ｗｅｂ上の所定のページ（https://www.kyoso-seminar.com）より入力画面に進んで

お申し込みいただくか、別頁の参加申込書に御記入の上、ＦＡＸ（052-321-0220）

でお申し込みください。なお、参加決定通知は行いません。定員を超過した場合は、

御参加いただけない方へ御連絡します｡ 
 

（2） 参加申込後１週間以内に、別頁事前アンケートを以下のＷｅｂ上のページからダウ

ンロードし、各項目を御記入の上、Ｅメールでお送りください。 

Ｕ Ｒ Ｌ：https://www.kyoso-seminar.com/ 

      http://www.gensai.nagoya-u.ac.jp/kyoso/seminar&event.html 

Ｅメール：info@kyoso-seminar.com 
 

（3）お申込受付後、資料代振込先を御連絡します。 

指定された支払期限までに、資料代をお支払いください。 
 

※本講習会の受付及び資料代徴収は、ニッコアイエム株式会社に委託して行っております。 
 
【講習会の中止】 

以下のいずれかに該当する場合は、講習会を中止します。中止の場合は、あいち・なごや強靱化共

創センターＷｅｂページ（http://www.gensai.nagoya-u.ac.jp/kyoso）でお知らせします。 

   （1）県内の一部又は全域に大雨、洪水、暴風、高潮における警報又は大雨、暴風、高潮、波浪にお

ける特別警報、「伊勢・三河湾」又は「愛知県外海」における津波警報又は特別警報（大津波警

報）のいずれかが発表され、かつ、県内の一部又は全域に相当規模の災害が発生した場合又は

発生する恐れがある場合 

   （2）南海トラフ地震に関連する情報（臨時）が発表された場合 

   （3）県内で震度 5 弱以上、又は名古屋市で震度 4 以上の地震が発生し、かつ、県内の一部又は全域

に相当規模の災害が発生した場合又は発生する恐れがある場合 

 

３ 会場案内 
 

名古屋大学 減災館 

〒464-8601 名古屋市千種区不老町 
 

○名古屋市営地下鉄名城線 

「名古屋大学」駅下車 徒歩約５分 

 
※駐車場がありませんので、会場へは公共交通機関を 
ご利用ください。 
 

   

  
 
 

 
 
   

  

【あいち・なごや強靱化共創センター】 

愛知県、名古屋市、名古屋大学が、産業界と共に、大規模災害発生時に 

おいても、愛知・名古屋を中核とした中部圏の社会・経済活動が維持さ 

れるための研究開発や事業を、産学官が戦略的に推進するため、 

平成 29 年６月に設立。 

■会場案内 



  ■ＢＣＰ講習会参加申込書（FAX 用）            FAX：０５２－３２１－０２２０ 
 

受講希望回 第 １ 回    ・    第 ２ 回 

ふ り が な  

企業・団体名  

業 種  従 業 員 数         名 

所 在 地 

〒    － 

電 話 番 号 （     ）    － 

ＦＡＸ番号 （     ）    － 

E-mail アドレス  

今後の講習会

等のご案内 
希 望 す る     ・     希 望 し な い 

参 加 者 

ふ り が な  

氏  名  

部 署  役 職  

携帯電話番号 （     ）    － 

※別頁事前アンケートをダウンロードし、申込後１週間以内にＥメールでお送りください。 

※参加申込書及び事前アンケートはＨＰからダウンロードできます。 

（https://www.kyoso-seminar.com） 

（http://www.gensai.nagoya-u.ac.jp/kyoso/seminar&event.html） 

※複数名参加される場合はお手数ですが、本紙をコピーしてお使いください。 

※申込みいただいた個人情報は責任を持って管理し、目的外の使用は致しません。 

 

お問合せ先 

〔受講申込について〕ニッコアイエム株式会社 

電  話：052-321-5883 ＦＡＸ：052-321-0220 

Ｅ メ ー ル：info@kyoso-seminar.com 
〔講習内容について〕あいち・なごや強靱化共創センター 

電  話：052-747-6979  ＦＡＸ：052-789-2975 

Ｅ メ ー ル：kyoso@gensai.nagoya-u.ac.jp 

※Ｗｅｂページからの申込みが確実です 
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